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(57)【要約】
【課題】透明オブジェクトの下(背面)に配置された図形
オブジェクトをオペレータが容易かつ迅速に選択するこ
とのできる画像処理装置および画像処理プログラムを提
供する。
【解決手段】表示すべき画像の解像度でオブジェクト選
択用ビットマップと透明オブジェクト用ビットマップを
生成する（ステップＳ１００、Ｓ１１０）。図形オブジ
ェクトについては、エレメントＩＤをオブジェクト選択
用ビットマップに描画する（ステップＳ１４０）。透明
オブジェクトについては、エレメントＩＤの透明オブジ
ェクト用ビットマップへの描画後、マージ処理を行う（
ステップＳ１６０、Ｓ１７０）。その際、透明オブジェ
クトと図形オブジェクトとの重複部分の情報がオブジェ
クト選択用ルックアップテーブルに格納される。そして
、オブジェクト選択用ビットマップとオブジェクト選択
用ルックアップテーブルとを参照して、選択状態にする
オブジェクトを決定する。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の種類のオブジェクトと第２の種類のオブジェクトとを含む複数のオブジェクトか
らなる画像データを処理するための画像処理装置であって、
　前記画像データに含まれる全てのオブジェクトについて一意の値である要素番号を付与
する要素番号付与手段と、
　指定された表示領域に含まれる各画素につき当該各画素に配置されているオブジェクト
のうち最も上に配置されているオブジェクトを特定するための値を格納する第１の画素デ
ータ格納部と、
　前記表示領域に含まれる各画素につき当該各画素に配置されている第２の種類のオブジ
ェクトの要素番号を格納する第２の画素データ格納部と、
　第２の種類のオブジェクトの下にいずれかのオブジェクトが重ねて配置されている場合
に、当該重ねて配置されている領域を表すための一意の値である重複領域番号を生成する
重複領域番号生成手段と、
　前記重複領域番号生成手段によって生成された各重複領域番号と、当該各重複領域番号
に対応付けられる第２の種類のオブジェクトの要素番号と、当該第２の種類のオブジェク
トの下に配置されているオブジェクトを特定するための要素番号もしくは重複領域番号と
からなるレコードを格納する重複領域番号対応付け格納部と、
　第２の種類のオブジェクトが配置されている各画素について当該第２の種類のオブジェ
クトの下にいずれのオブジェクトも重ねて配置されていない場合には、前記第２の画素デ
ータ格納部の画素に書き込まれている要素番号を前記第１の画素データ格納部の対応する
画素に書き込みし、第２の種類のオブジェクトが配置されている各画素について当該第２
の種類のオブジェクトの下にいずれかのオブジェクトが重ねて配置されている場合には、
前記重複領域番号生成手段によって生成された重複領域番号を前記第１の画素データ格納
部の対応する画素に書き込むことにより、第２の種類のオブジェクトが配置されている各
画素につき前記第１の画素データ格納部の対応する画素の値を更新する番号更新手段と
を備えることを特徴とする、画像処理装置。
【請求項２】
　前記第１の種類のオブジェクトは画像として表示されるべき図形のオブジェクトであっ
て、前記第２の種類のオブジェクトは透明度を有するオブジェクトであることを特徴とす
る、請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　所定の指示手段によって前記表示領域に含まれるいずれかの画素が指示されたときに、
前記第１の画素データ格納部の画素のうち前記指示手段によって指示された画素に書き込
まれている値に基づいてオブジェクトを選択状態にし、前記第１の画素データ格納部の画
素のうち前記指示手段によって指示された画素に書き込まれている値が重複領域番号であ
れば、前記重複領域番号対応付け格納部に格納されているレコードに基づいて、選択状態
にするオブジェクトを決定するオブジェクト選択手段を更に備えることを特徴とする、請
求項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記オブジェクト選択手段は、前記第１の画素データ格納部の画素のうち前記指示手段
によって指示された画素に書き込まれている値が重複領域番号であれば、前記指示手段に
よって指示された画素に配置されている第１の種類のオブジェクトのうち最も上に配置さ
れているオブジェクトを選択状態にすることを特徴とする、請求項３に記載の画像処理装
置。
【請求項５】
　前記オブジェクト選択手段は、前記第１の画素データ格納部の画素のうち前記指示手段
によって指示された画素に書き込まれている値が重複領域番号であれば、前記指示手段に
よって指示された画素に配置されているオブジェクトのうち上から２番目に配置されてい
るオブジェクトを選択状態にすることを特徴とする、請求項３に記載の画像処理装置。
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【請求項６】
　いずれかのオブジェクトが選択状態となっているときに所定の操作によって当該オブジ
ェクトの上又は下に配置されているオブジェクトを選択状態にし、前記所定の操作前に選
択状態となっているオブジェクトの要素番号と、前記第１の画素データ格納部の画素のう
ち前記指示手段によって指示された画素に書き込まれている値と、前記重複領域番号対応
付け格納部に格納されているレコードとに基づいて、選択状態にするオブジェクトを決定
する選択オブジェクト変更手段を更に備えることを特徴とする、請求項３から５までのい
ずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記第１の画素データ格納部、前記第２の画素データ格納部、および前記重複領域番号
対応付け格納部は、前記表示領域が変更される都度、再生成されることを特徴とする、請
求項１から６までのいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記第１の画素データ格納部の各画素に書き込まれている値と前記重複領域番号対応付
け格納部に格納されているレコードとに基づいて前記複数のオブジェクトの相対的な位置
関係を示す位置関係データを生成する位置関係データ生成手段を更に備えていることを特
徴とする、請求項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　第１の種類のオブジェクトと第２の種類のオブジェクトとを含む複数のオブジェクトか
らなる画像データを処理するための画像処理プログラムであって、
　前記画像データに含まれる全てのオブジェクトについて一意の値である要素番号を付与
する要素番号付与ステップと、
　指定された表示領域に含まれる各画素につき当該各画素に配置されているオブジェクト
のうち最も上に配置されているオブジェクトを特定するための値を格納する第１の画素デ
ータ格納部を生成する第１の画素データ格納部生成ステップと、
　前記表示領域に含まれる各画素につき当該各画素に配置されている第２の種類のオブジ
ェクトの要素番号を格納する第２の画素データ格納部を生成する第２の画素データ格納部
生成ステップと、
　第２の種類のオブジェクトの下にいずれかのオブジェクトが重ねて配置されている場合
に、当該重ねて配置されている領域を表すための一意の値である重複領域番号を生成する
重複領域番号生成ステップと、
　前記重複領域番号生成ステップで生成された各重複領域番号と、当該各重複領域番号に
対応付けられる第２の種類のオブジェクトの要素番号と、当該第２の種類のオブジェクト
の下に配置されているオブジェクトを特定するための要素番号もしくは重複領域番号とか
らなるレコードを格納する重複領域番号対応付け格納部を生成する重複領域番号対応付け
格納部生成ステップと、
　第２の種類のオブジェクトが配置されている各画素について当該第２の種類のオブジェ
クトの下にいずれのオブジェクトも重ねて配置されていない場合には、前記第２の画素デ
ータ格納部の画素に書き込まれている要素番号を前記第１の画素データ格納部の対応する
画素に書き込みし、第２の種類のオブジェクトが配置されている各画素について当該第２
の種類のオブジェクトの下にいずれかのオブジェクトが重ねて配置されている場合には、
前記重複領域番号生成ステップで生成された重複領域番号を前記第１の画素データ格納部
の対応する画素に書き込むことにより、第２の種類のオブジェクトが配置されている各画
素につき前記第１の画素データ格納部の対応する画素の値を更新する番号更新ステップと
、
をコンピュータに実行させることを特徴とする、画像処理プログラム。
【請求項１０】
　前記第１の種類のオブジェクトは画像として表示されるべき図形のオブジェクトであっ
て、前記第２の種類のオブジェクトは透明度を有するオブジェクトであることを特徴とす
る、請求項９に記載の画像処理プログラム。
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【請求項１１】
　所定の指示手段によって前記表示領域に含まれるいずれかの画素が指示されたときに、
前記第１の画素データ格納部の画素のうち前記指示手段によって指示された画素に書き込
まれている値に基づいてオブジェクトを選択状態にし、前記第１の画素データ格納部の画
素のうち前記指示手段によって指示された画素に書き込まれている値が重複領域番号であ
れば、前記重複領域番号対応付け格納部に格納されているレコードに基づいて、選択状態
にするオブジェクトを決定するオブジェクト選択ステップを更に備えることを特徴とする
、請求項９または１０に記載の画像処理プログラム。
【請求項１２】
　前記オブジェクト選択ステップでは、前記第１の画素データ格納部の画素のうち前記指
示手段によって指示された画素に書き込まれている値が重複領域番号であれば、前記指示
手段によって指示された画素に配置されている第１の種類のオブジェクトのうち最も上に
配置されているオブジェクトが選択状態にされることを特徴とする、請求項１１に記載の
画像処理プログラム。
【請求項１３】
　前記オブジェクト選択ステップでは、前記第１の画素データ格納部の画素のうち前記指
示手段によって指示された画素に書き込まれている値が重複領域番号であれば、前記指示
手段によって指示された画素に配置されているオブジェクトのうち上から２番目に配置さ
れているオブジェクトが選択状態にされることを特徴とする、請求項１１に記載の画像処
理プログラム。
【請求項１４】
　いずれかのオブジェクトが選択状態となっているときに所定の操作によって当該オブジ
ェクトの上又は下に配置されているオブジェクトを選択状態にし、前記所定の操作前に選
択状態となっているオブジェクトの要素番号と、前記第１の画素データ格納部の画素のう
ち前記指示手段によって指示された画素に書き込まれている値と、前記重複領域番号対応
付け格納部に格納されているレコードとに基づいて、選択状態にするオブジェクトを決定
する選択オブジェクト変更ステップを更に備えることを特徴とする、請求項１１から１３
までのいずれか１項に記載の画像処理プログラム。
【請求項１５】
　前記第１の画素データ格納部、前記第２の画素データ格納部、および前記重複領域番号
対応付け格納部は、前記表示領域が変更される都度、再生成されることを特徴とする、請
求項９から１４までのいずれか１項に記載の画像処理プログラム。
【請求項１６】
　前記第１の画素データ格納部の各画素に書き込まれている値と前記重複領域番号対応付
け格納部に格納されているレコードとに基づいて前記複数のオブジェクトの相対的な位置
関係を示す位置関係データを生成する位置関係データ生成ステップを更に備えていること
を特徴とする、請求項９または１０に記載の画像処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理装置および画像処理プログラムに関するものであり、更に詳しくは
、画像データのうち透明度を有するオブジェクト（透明オブジェクト）よりも下側（背面
側）に配置されているオブジェクトを選択する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、パーソナルコンピュータ等のコンピュータにおいて、多数のオブジェクトを
用いて画像データの編集処理が行われている。例えば、印刷製版の分野においては、印刷
物を構成する文字や、ロゴ、絵柄、イラスト等の複数種類のオブジェクトを用いた編集処
理が行われている。その際、編集対象のオブジェクトの選択は、例えばマウスによるクリ
ックによって行われる。このようなオブジェクトの選択に関し、以下のような技術が知ら
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れている。
【０００３】
　特開平９－１０６４６０号公報には、全てのオブジェクトに対して一意のＩＤ（番号）
を割り当てた後に各オブジェクトの輪郭の内部をそれぞれのＩＤで塗りつぶしたビットマ
ップ画像を生成し、当該ビットマップ画像に基づいてオブジェクト間の隣接関係を判定す
る方法の発明が開示されている。この方法によると、表示画面上におけるマウスのクリッ
ク位置に基づきビットマップ画像よりＩＤを取得することによって、オペレータによって
選択されたオブジェクトが容易に特定される。また、特開平１０－３３４２５９号公報に
は、マウス等で指定された位置を含む図形を検出し、その検出された図形のうちの最小の
図形を選択図形として特定する方法の発明が開示されている。さらに、キーボード上の所
定のキーを押下することによって、例えば作成の行われた順序で各オブジェクトが順次に
選択状態にされる方法も知られている。
【特許文献１】特開平９－１０６４６０号公報
【特許文献２】特開平１０－３３４２５９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、近年、透明効果を有する画像データが多く用いられている。例えば、印刷製
版の分野においては、図形に立体感を持たせるために当該図形の周囲等に影を付けるため
のオブジェクト（以下、「影付けオブジェクト」という。）が使用されることがある。こ
れについて、図２１を参照しつつ説明する。或るページ内に、図２１に示すように、Ｃ色
の図形オブジェクト９１、Ｍ色の図形オブジェクト９２、Ｙ色の図形オブジェクト９３が
存在しているものとする。また、これらのオブジェクトの位置関係については、下（背面
）から上（前面）の順に、Ｃ色の図形オブジェクト９１、Ｍ色の図形オブジェクト９２、
Ｙ色の図形オブジェクト９３となっているものとする。このような場合にＹ色の図形オブ
ジェクト９３に立体感を持たせるために、Ｙ色の図形オブジェクト９３の下（背面）であ
ってＭ色の図形オブジェクト９２の上（前面）に（Ｍ色の図形オブジェクト９２とＹ色の
図形オブジェクト９３との間に）、矢印で示す方向に徐々に濃度を低減させつつ影を表示
する影付けオブジェクト９４が使用されることがある。
【０００５】
　上述した影付けオブジェクトのように透明効果を有するオブジェクト（以下、「透明オ
ブジェクト」という。）が画像データに含まれている場合、上記特許文献１に開示された
方法によると、透明オブジェクトの下（背面）に配置され、かつ、当該透明オブジェクト
の領域内に完全に含まれる図形オブジェクトをオペレータが選択することはできない。何
故ならば、ビットマップ画像の生成の際に、図形オブジェクトのＩＤは透明オブジェクト
のＩＤによって全て上書きされるからである。従って、図２１に示す例の場合、オペレー
タはＭ色の図形オブジェクト９２を選択することはできない。
【０００６】
　また、上記特許文献２に開示された方法によると、文字、多角形、ストロークなどの複
雑な形状のオブジェクトが画像データに多数含まれている場合には、オブジェクト間の包
含関係の取得や最小の図形の取得のために要する時間が大きくなるので、作業効率の観点
から好ましくない。また、検出された図形のうちの最小の図形が選択図形として特定され
るが、当該最小の図形とオペレータが現に選択しようとしている図形とは必ずしも一致す
るとは限らない。
【０００７】
　さらに、所定のキーを押下することによって順次にオブジェクトを選択する方法による
と、オブジェクトの選択はオブジェクトの作成順など予め決めれらた順序で行われるので
、多数のオブジェクトが含まれている場合には、対象のオブジェクトが選択状態とされる
までに多大な手間を要することがある。
【０００８】
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　そこで、本発明では、透明オブジェクトの下(背面)に配置された図形オブジェクトをオ
ペレータが容易かつ迅速に選択することのできる画像処理装置および画像処理プログラム
を提供することを目的とする。
【０００９】
　なお、一般的には透明オブジェクトは図形オブジェクトの概念に含まれるものであるが
、便宜上、透明オブジェクトと図形オブジェクトとは排他的な関係にあるものとして説明
する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　第１の発明は、第１の種類のオブジェクトと第２の種類のオブジェクトとを含む複数の
オブジェクトからなる画像データを処理するための画像処理装置であって、
　前記画像データに含まれる全てのオブジェクトについて一意の値である要素番号を付与
する要素番号付与手段と、
　指定された表示領域に含まれる各画素につき当該各画素に配置されているオブジェクト
のうち最も上に配置されているオブジェクトを特定するための値を格納する第１の画素デ
ータ格納部と、
　前記表示領域に含まれる各画素につき当該各画素に配置されている第２の種類のオブジ
ェクトの要素番号を格納する第２の画素データ格納部と、
　第２の種類のオブジェクトの下にいずれかのオブジェクトが重ねて配置されている場合
に、当該重ねて配置されている領域を表すための一意の値である重複領域番号を生成する
重複領域番号生成手段と、
　前記重複領域番号生成手段によって生成された各重複領域番号と、当該各重複領域番号
に対応付けられる第２の種類のオブジェクトの要素番号と、当該第２の種類のオブジェク
トの下に配置されているオブジェクトを特定するための要素番号もしくは重複領域番号と
からなるレコードを格納する重複領域番号対応付け格納部と、
　第２の種類のオブジェクトが配置されている各画素について当該第２の種類のオブジェ
クトの下にいずれのオブジェクトも重ねて配置されていない場合には、前記第２の画素デ
ータ格納部の画素に書き込まれている要素番号を前記第１の画素データ格納部の対応する
画素に書き込みし、第２の種類のオブジェクトが配置されている各画素について当該第２
の種類のオブジェクトの下にいずれかのオブジェクトが重ねて配置されている場合には、
前記重複領域番号生成手段によって生成された重複領域番号を前記第１の画素データ格納
部の対応する画素に書き込むことにより、第２の種類のオブジェクトが配置されている各
画素につき前記第１の画素データ格納部の対応する画素の値を更新する番号更新手段と
を備えることを特徴とする。
【００１１】
　第２の発明は、第１の発明において、
　前記第１の種類のオブジェクトは画像として表示されるべき図形のオブジェクトであっ
て、前記第２の種類のオブジェクトは透明度を有するオブジェクトであることを特徴とす
る。
【００１２】
　第３の発明は、第１または第２の発明において、
　所定の指示手段によって前記表示領域に含まれるいずれかの画素が指示されたときに、
前記第１の画素データ格納部の画素のうち前記指示手段によって指示された画素に書き込
まれている値に基づいてオブジェクトを選択状態にし、前記第１の画素データ格納部の画
素のうち前記指示手段によって指示された画素に書き込まれている値が重複領域番号であ
れば、前記重複領域番号対応付け格納部に格納されているレコードに基づいて、選択状態
にするオブジェクトを決定するオブジェクト選択手段を更に備えることを特徴とする。
【００１３】
　第４の発明は、第３の発明において、
　前記オブジェクト選択手段は、前記第１の画素データ格納部の画素のうち前記指示手段
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によって指示された画素に書き込まれている値が重複領域番号であれば、前記指示手段に
よって指示された画素に配置されている第１の種類のオブジェクトのうち最も上に配置さ
れているオブジェクトを選択状態にすることを特徴とする。
【００１４】
　第５の発明は、第３の発明において、
　前記オブジェクト選択手段は、前記第１の画素データ格納部の画素のうち前記指示手段
によって指示された画素に書き込まれている値が重複領域番号であれば、前記指示手段に
よって指示された画素に配置されているオブジェクトのうち上から２番目に配置されてい
るオブジェクトを選択状態にすることを特徴とする。
【００１５】
　第６の発明は、第３から第５までのいずれかの発明において、
　いずれかのオブジェクトが選択状態となっているときに所定の操作によって当該オブジ
ェクトの上又は下に配置されているオブジェクトを選択状態にし、前記所定の操作前に選
択状態となっているオブジェクトの要素番号と、前記第１の画素データ格納部の画素のう
ち前記指示手段によって指示された画素に書き込まれている値と、前記重複領域番号対応
付け格納部に格納されているレコードとに基づいて、選択状態にするオブジェクトを決定
する選択オブジェクト変更手段を更に備えることを特徴とする。
【００１６】
　第７の発明は、第１から第６までのいずれかの発明において、
　前記第１の画素データ格納部、前記第２の画素データ格納部、および前記重複領域番号
対応付け格納部は、前記表示領域が変更される都度、再生成されることを特徴とする。
【００１７】
　第８の発明は、第１または第２の発明において、
　前記第１の画素データ格納部の各画素に書き込まれている値と前記重複領域番号対応付
け格納部に格納されているレコードとに基づいて前記複数のオブジェクトの相対的な位置
関係を示す位置関係データを生成する位置関係データ生成手段を更に備えていることを特
徴とする。
【００１８】
　第９の発明は、第１の種類のオブジェクトと第２の種類のオブジェクトとを含む複数の
オブジェクトからなる画像データを処理するための画像処理プログラムであって、
　前記画像データに含まれる全てのオブジェクトについて一意の値である要素番号を付与
する要素番号付与ステップと、
　指定された表示領域に含まれる各画素につき当該各画素に配置されているオブジェクト
のうち最も上に配置されているオブジェクトを特定するための値を格納する第１の画素デ
ータ格納部を生成する第１の画素データ格納部生成ステップと、
　前記表示領域に含まれる各画素につき当該各画素に配置されている第２の種類のオブジ
ェクトの要素番号を格納する第２の画素データ格納部を生成する第２の画素データ格納部
生成ステップと、
　第２の種類のオブジェクトの下にいずれかのオブジェクトが重ねて配置されている場合
に、当該重ねて配置されている領域を表すための一意の値である重複領域番号を生成する
重複領域番号生成ステップと、
　前記重複領域番号生成ステップで生成された各重複領域番号と、当該各重複領域番号に
対応付けられる第２の種類のオブジェクトの要素番号と、当該第２の種類のオブジェクト
の下に配置されているオブジェクトを特定するための要素番号もしくは重複領域番号とか
らなるレコードを格納する重複領域番号対応付け格納部を生成する重複領域番号対応付け
格納部生成ステップと、
　第２の種類のオブジェクトが配置されている各画素について当該第２の種類のオブジェ
クトの下にいずれのオブジェクトも重ねて配置されていない場合には、前記第２の画素デ
ータ格納部の画素に書き込まれている要素番号を前記第１の画素データ格納部の対応する
画素に書き込みし、第２の種類のオブジェクトが配置されている各画素について当該第２
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の種類のオブジェクトの下にいずれかのオブジェクトが重ねて配置されている場合には、
前記重複領域番号生成ステップで生成された重複領域番号を前記第１の画素データ格納部
の対応する画素に書き込むことにより、第２の種類のオブジェクトが配置されている各画
素につき前記第１の画素データ格納部の対応する画素の値を更新する番号更新ステップと
、
をコンピュータに実行させることを特徴とする。
【００１９】
　第１０の発明は、第９の発明において、
　前記第１の種類のオブジェクトは画像として表示されるべき図形のオブジェクトであっ
て、前記第２の種類のオブジェクトは透明度を有するオブジェクトであることを特徴とす
る。
【００２０】
　第１１の発明は、第９または第１０の発明において、
　所定の指示手段によって前記表示領域に含まれるいずれかの画素が指示されたときに、
前記第１の画素データ格納部の画素のうち前記指示手段によって指示された画素に書き込
まれている値に基づいてオブジェクトを選択状態にし、前記第１の画素データ格納部の画
素のうち前記指示手段によって指示された画素に書き込まれている値が重複領域番号であ
れば、前記重複領域番号対応付け格納部に格納されているレコードに基づいて、選択状態
にするオブジェクトを決定するオブジェクト選択ステップを更に備えることを特徴とする
。
【００２１】
　第１２の発明は、第１１の発明において、
　前記オブジェクト選択ステップでは、前記第１の画素データ格納部の画素のうち前記指
示手段によって指示された画素に書き込まれている値が重複領域番号であれば、前記指示
手段によって指示された画素に配置されている第１の種類のオブジェクトのうち最も上に
配置されているオブジェクトが選択状態にされることを特徴とする。
【００２２】
　第１３の発明は、第１１の発明において、
　前記オブジェクト選択ステップでは、前記第１の画素データ格納部の画素のうち前記指
示手段によって指示された画素に書き込まれている値が重複領域番号であれば、前記指示
手段によって指示された画素に配置されているオブジェクトのうち上から２番目に配置さ
れているオブジェクトが選択状態にされることを特徴とする。
【００２３】
　第１４の発明は、第１１から第１３までのいずれかの発明において、
　いずれかのオブジェクトが選択状態となっているときに所定の操作によって当該オブジ
ェクトの上又は下に配置されているオブジェクトを選択状態にし、前記所定の操作前に選
択状態となっているオブジェクトの要素番号と、前記第１の画素データ格納部の画素のう
ち前記指示手段によって指示された画素に書き込まれている値と、前記重複領域番号対応
付け格納部に格納されているレコードとに基づいて、選択状態にするオブジェクトを決定
する選択オブジェクト変更ステップを更に備えることを特徴とする。
【００２４】
　第１５の発明は、第９から第１４までのいずれかの発明において、
　前記第１の画素データ格納部、前記第２の画素データ格納部、および前記重複領域番号
対応付け格納部は、前記表示領域が変更される都度、再生成されることを特徴とする。
【００２５】
　第１６の発明は、第９または第１０の発明において、
　前記第１の画素データ格納部の各画素に書き込まれている値と前記重複領域番号対応付
け格納部に格納されているレコードとに基づいて前記複数のオブジェクトの相対的な位置
関係を示す位置関係データを生成する位置関係データ生成ステップを更に備えていること
を特徴とする。
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【発明の効果】
【００２６】
　上記第１の発明によれば、全てのオブジェクトについて一意の値である要素番号が付与
される。第１の画素データ格納部の各画素には当該各画素に配置されているオブジェクト
のうち最も上に配置されているオブジェクトを特定するための値が格納され、第２の画素
データ格納部の各画素には当該各画素に配置されている第２の種類のオブジェクトの要素
番号が格納されるとき、番号更新手段によって、第２の画素データ格納部の内容に基づき
第１の画素データ格納部の内容が更新される。その際、第２の種類のオブジェクトの下に
いずれかのオブジェクトが重ねて配置されていれば、オブジェクトの重複部分を表すため
の値である重複領域番号が生成され、その重複部分の情報が重複領域番号対応付け部に格
納されるとともに、当該重複領域番号が第１の画素データ格納部に格納される。このため
、表示領域内の各画素について、第１の画素データ格納部と重複領域番号対応付け部とに
基づいて、異なる種類のオブジェクト間の上下方向についての位置関係を取得することが
できる。
【００２７】
　上記第２の発明によれば、透明オブジェクトの下(背面)に図形オブジェクトが配置され
ていても、透明オブジェクトと図形オブジェクトの間の上下方向についての位置関係や透
明オブジェクトの下（背面）に配置されている複数の図形オブジェクト間の上下方向につ
いての位置関係を取得することができる。
【００２８】
　上記第３の発明によれば、第１の種類のオブジェクトと第２の種類のオブジェクトとが
重ねて配置されているときにオペレータによって重複部分が指示された場合に、それらの
オブジェクトの属性や位置関係を考慮して、選択状態にするオブジェクトを決定すること
ができる。このため、例えば予めルールを定めておくことにより、第１の種類のオブジェ
クトが選択されるようにすることもできるし、第２の種類のオブジェクトが選択されるよ
うにすることもできる。
【００２９】
　上記第４の発明によれば、第１の種類のオブジェクトと第２の種類のオブジェクトとが
重ねて配置されている場合に、第１の種類のオブジェクトのうち最も上（前面）に配置さ
れているオブジェクトを容易かつ迅速に選択状態にすることができる。
【００３０】
　上記第５の発明によれば、第１の種類のオブジェクトと第２の種類のオブジェクトとが
重ねて配置されている場合に、第２の種類のオブジェクトの下（背面）に配置されている
オブジェクト（上から２番目に配置されているオブジェクト）を容易かつ迅速に選択状態
にすることができる。
【００３１】
　上記第６の発明によれば、オペレータによる所定の操作によって、選択状態のオブジェ
クトが変更される。その際、重複領域番号対応付け格納部に格納されているレコードに基
づいて、選択状態に変更するオブジェクトが決定される。ここで、重複領域番号対応付け
格納部には、第２の種類のオブジェクトの下にいずれかのオブジェクトが重ねて配置され
ている場合の重複部分の情報が格納されている。このため、互いに重なっているオブジェ
クト間で、選択状態になるオブジェクトを容易に変更することができる。
【００３２】
　上記第７の発明によれば、表示領域に含まれるオブジェクトのみを用いて第１の画素デ
ータ格納部等が生成される。このため、表示領域に含まれるオブジェクトのみについての
上下方向の位置関係を取得することができる。これにより、例えばオペレータがオブジェ
クトの選択を行うときに、表示領域外のオブジェクトについては選択状態とならないよう
にすることができる。また、第１の画素データ格納部等に格納されるデータ量が削減され
るので、処理速度の低下が抑制される。
【００３３】
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　上記第８の発明によれば、第１の種類のオブジェクトと第２の種類のオブジェクトとを
含む複数のオブジェクト間の相対的な位置関係が取得される。このため、例えば第２の種
類のオブジェクトとしての透明オブジェクトの下（背面）に第１の種類のオブジェクトと
しての図形オブジェクトが複数重ねて配置されている場合に、それら複数の図形オブジェ
クトに関する上下方向についての相対的な位置関係を取得することができる。これにより
、透明オブジェクトよりも下（背面）に配置されている図形オブジェクト間の境界部分に
トラップ図形を作成することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
　以下、添付図面を参照しつつ、本発明の一実施形態について説明する。
【００３５】
　＜１．画像処理装置の全体構成＞
　図１は、本発明の一実施形態に係る画像処理装置のハードウェア構成を示すブロック図
である。この画像処理装置は、パソコン（パーソナルコンピュータ）を用いて実現されて
おり、本体１０と補助記憶装置２０とＣＲＴ等の表示装置２１とキーボード２２や指示手
段としてのマウス２３等の入力装置とを備えている。パソコン本体１０には、ＣＰＵ１０
０とＲＡＭやＲＯＭ等のメモリ１１０とネットワークインタフェース部１２０とディスク
インタフェース部１３０と表示制御部１４０と入力インタフェース部１５０とが含まれて
いる。ディスクインタフェース部１３０には補助記憶装置２０が接続され、表示制御部１
４０には表示装置２１が接続され、入力インタフェース部１５０には入力装置が接続され
ている。また、この画像処理装置はネットワークインタフェース部１２０によってＬＡＮ
２４に接続されている。
【００３６】
　画像処理のためのプログラム（以下、「画像処理プログラム」という。）２００は補助
記憶装置２０に格納されており、この画像処理装置の動作が開始すると、画像処理プログ
ラム２００はディスクインタフェース部１３０を介してメモリ１１０に読み込まれる。そ
して、ＣＰＵ１００が画像処理プログラム２００を実行することにより、図形編集やトラ
ップ編集等の画像処理が実現される。また、この画像処理プログラム２００により、第１
の種類のオブジェクトとしての図形データと第２の種類のオブジェクトとしての透明オブ
ジェクトとを含む画像データの処理を行うことができる。なお、この画像処理プログラム
２００は、例えばＣＤ－ＲＯＭ等のコンピュータ読み取り可能な記録媒体に格納されて提
供される。すなわちユーザは、画像処理プログラム２００の記録媒体としてのＣＤ－ＲＯ
Ｍを購入してＣＤ－ＲＯＭ駆動装置（不図示）に装着し、そのＣＤ－ＲＯＭから画像処理
プログラム２００を読み出して補助記憶装置２０にインストールする。また、これに代え
て、ＬＡＮ２４を介して送られる画像処理プログラム２００を受信して、補助記憶装置２
０にインストールするようにしてもよい。
【００３７】
　図２は、本実施形態におけるソフトウェア構成の要部を示すブロック図である。図２に
示すように、画像処理プログラム２００には、ＩＤ付与処理部２１０とオブジェクト選択
用ビットマップ生成処理部２２０とオブジェクト選択処理部２３０とが含まれている。オ
ブジェクト選択用ビットマップ生成処理部２２０には、オブジェクト選択用ビットマップ
描画部２２１と透明オブジェクト用ビットマップ描画部２２２とマージ部２２３とが含ま
れている。マージ部２２３には、ＳＩＤ生成部２２３１とオブジェクト選択用ビットマッ
プ更新部２２３２とが含まれている。オブジェクト選択処理部２３０には、オブジェクト
選択部２３１と選択オブジェクト変更部２３２とが含まれている。上述したように画像処
理プログラム２００はメモリ１１０に読み込まれてＣＰＵ１００によって実行されるが、
その際、メモリ１１０において、後述するオブジェクト選択用ビットマップ１１１、透明
オブジェクト用ビットマップ１１２、およびオブジェクト選択用ルックアップテーブル１
１３の生成、更新、参照などが行われる。なお、図２に示す各構成要素についての詳しい
説明は後述する。
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【００３８】
　＜２．処理の概要＞
　図３は、本実施形態に係る画像処理装置で行われる一般的な処理の手順を示すフローチ
ャートである。この画像処理装置では、まず、オペレータの指定に基づいて、ページ記述
言語で記述されたＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔ（アドビシステムズ社の登録商標）やＰＤＦ（Ｐ
ｏｒｔａｂｌｅ　Ｄｏｃｕｍｅｎｔ　Ｆｏｒｍａｔ）等のページデータが補助記憶装置２
０からメモリ１１０へと読み込まれる（ステップＳ１０）。このとき、ＣＰＵ１００は、
そのページデータのフォーマットに応じて、本実施形態に係る画像処理プログラム２００
で扱うことのできるフォーマットに当該ページデータのフォーマットを内部的に変換する
。そして、要素番号付与手段としてのＩＤ付与処理部２１０によって、当該ページデータ
に含まれる全てのオブジェクトについて、要素番号としての一意の値（以下、「エレメン
トＩＤ」という。）を割り当てる処理（以下、「ＩＤ付与処理」という。）が行われる。
【００３９】
　例えばページデータ内にｎ個のオブジェクトが含まれている場合、各オブジェクトには
、下（背面）から上（前面）に配置されている順に「１」、「２」、・・・、「ｎ」とい
うようにエレメントＩＤが割り当てられる。具体的には、図４に示すように、下（背面）
から上（前面）に向かってＹ色の図形オブジェクト３１、Ｍ色の図形オブジェクト３２、
Ｃ色の図形オブジェクト３３の順にオブジェクトが配置されている場合、Ｙ色の図形オブ
ジェクト３１には「１」、Ｍ色の図形オブジェクト３２には「２」、Ｃ色の図形オブジェ
クト３３には「３」が割り当てられる。また、図５に示すように、下（背面）から上（前
面）に向かってＹ色の図形オブジェクト４１、Ｍ色の図形オブジェクト４２、透明オブジ
ェクト４３、Ｃ色の図形オブジェクト４４の順にオブジェクトが配置されている場合、Ｙ
色の図形オブジェクト４１には「１」、Ｍ色の図形オブジェクト４２には「２」、透明オ
ブジェクト４３には「３」、Ｃ色の図形オブジェクト４３には「４」が割り当てられる。
このように、ＩＤ付与処理においては、図形オブジェクトだけではなく、透明オブジェク
トをも含めてエレメントＩＤの割り当てが行われる。
【００４０】
　ステップＳ１０の終了後、オペレータによって編集作業が行われる（ステップＳ２０）
。編集作業としては、例えば、図形オブジェクトを編集する作業やトラップ図形を編集す
る作業などがある。編集作業の際には、読み込まれたページデータのうちの所定の領域（
オペレータが編集作業をしようとしている領域）のみが表示装置２１の画面上に表示され
るように、表示領域の変更（拡大、縮小、移動など）がオペレータの指示に基づいて行わ
れる。そして、そのオペレータによる指示の都度、当該指示された範囲に含まれるオブジ
ェクトが表示装置２１の画面上に表示されるとともに、後述するオブジェクト選択処理で
使用するビットマップであるオブジェクト選択用ビットマップ１１１を生成する処理（以
下、「オブジェクト選択用ビットマップ生成処理」という。）が行われる。例えば、表示
装置２１の画面が図６（ａ）に示すような状態のときに、オペレータによって図６（ｂ）
に示すような拡大範囲の指定が行われると、表示装置の画面は図６（ｃ）に示すような状
態となる。このような表示領域の変更が行われる都度、オブジェクト選択用ビットマップ
生成処理が行われる。また、編集作業の際、編集対象のオブジェクトは、例えばオペレー
タがマウス２３でクリックすることによって選択される（以下、オブジェクトを選択する
ための処理を「オブジェクト選択処理」という。）。なお、オブジェクト選択用ビットマ
ップ生成処理およびオブジェクト選択処理についての詳しい説明は後述する。また、本実
施形態においては、オブジェクト選択用ビットマップ１１１によって第１の画素データ格
納部が実現されている。
【００４１】
　オペレータによる編集作業が終了すると、編集結果に基づいてページデータの出力が行
われ（ステップＳ３０）、処理は終了する。
【００４２】
　＜３．オブジェクト選択用ビットマップ生成処理＞
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　次に、オブジェクト選択用ビットマップ生成処理について説明する。オブジェクト選択
用ビットマップ１１１とは、透明オブジェクトを含むオブジェクト間の上下方向について
の位置関係を取得するためのビットマップである。また、オブジェクト選択用ビットマッ
プ生成処理の際には、透明オブジェクトを含むオブジェクト間の上下方向についての位置
関係を取得するためのテーブルであるオブジェクト選択用ルックアップテーブル１１３の
生成も行われる。なお、本実施形態においては、オブジェクト選択用ルックアップテーブ
ル１１３によって重複領域番号対応付け格納部が実現されている。
【００４３】
　＜３．１　オブジェクト選択用ルックアップテーブル＞
　ここで、オブジェクト選択用ルックアップテーブル１１３について説明する。図７は、
オブジェクト選択用ルックアップテーブル１１３の一例を示す図である。図７に示すよう
に、オブジェクト選択用ルックアップテーブル１１３の１レコードは、「ＳＩＤ」と「エ
レメントＩＤ」と「下地ＩＤ」とによって構成されている。なお、「ＳＩＤ」がオブジェ
クト選択用ルックアップテーブル１１３におけるキーとなる。また、本実施形態において
は、「エレメントＩＤ」によって要素番号が実現され、「ＳＩＤ」によって重複領域番号
が実現されている。
【００４４】
　「ＳＩＤ」とは、オブジェクトの上（前面）に透明オブジェクトが配置されている場合
に両オブジェクトの重複部分を表すための値（ＩＤ）のことである。例えば、図８（ａ）
に示すように、エレメントＩＤが「３」の図形オブジェクト５３の上にエレメントＩＤが
「４」の透明オブジェクト５４が配置されているものと仮定する。このとき、図８（ｂ）
における斜線部分の領域５５を表すために生成される値がＳＩＤである。「エレメントＩ
Ｄ」とは、上述したように、読み込まれたページデータに含まれている全てのオブジェク
トについて一意に割り当てられる値（ＩＤ）のことである。「下地ＩＤ」とは、オブジェ
クトの上（前面）に透明オブジェクトが配置されている場合に、両オブジェクトの重複部
分であって透明オブジェクトの下地となっている領域を表すための値（ＩＤ）のことであ
る。この下地ＩＤとされる値（ＩＤ）については、エレメントＩＤの場合とＳＩＤの場合
とがある。
【００４５】
　図７に示す例では、オブジェクト選択用ルックアップテーブル１１３には５個のＳＩＤ
のデータが格納されている。例えば「ＳＩＤ＝４ａ」のレコードに着目すると、当該レコ
ードのエレメントＩＤは「４」であって、下地ＩＤは「３」であることが把握される。
【００４６】
　＜３．２　オブジェクト選択用ビットマップ生成処理の手順＞
　図９は、オブジェクト選択用ビットマップ生成処理の手順を示すフローチャートである
。なお、上述したように、このオブジェクト選択用ビットマップ生成処理は表示領域の変
更に伴って行われる。以下、ＣＰＵ１００の動作について説明する。
【００４７】
　オブジェクト選択用ビットマップ生成処理が開始されると、まず、ＣＰＵ１００は、表
示領域の変更によって再表示されるべき画像の解像度と同じ解像度で、オブジェクト選択
用ビットマップ１１１の領域を生成する（ステップＳ１００）。例えば、上述したように
図６（ａ）に示したような表示画面が図６（ｂ）に示すような拡大範囲の指定によって拡
大されたときには、図６（ｃ）に示した画像の解像度と同じ解像度でオブジェクト選択用
ビットマップ１１１の領域が生成される。なお、このステップＳ１００が終了した時点に
おいては、オブジェクト選択用ビットマップ１１１にはデータは格納されていない。
【００４８】
　オブジェクト選択用ビットマップ１１１の領域の生成後、ＣＰＵ１００は、透明オブジ
ェクトを一時的に描画するためのビットマップである第２の画素データ格納部としての透
明オブジェクト用ビットマップ１１２の領域を生成する（ステップＳ１１０）。この透明
オブジェクト用ビットマップ１１２についても、再表示されるべき画像の解像度と同じ解
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像度で生成される。また、このステップＳ１１０が終了した時点においては、透明オブジ
ェクト用ビットマップ１１２にはデータは格納されていない。透明オブジェクト用ビット
マップ１１２の領域の生成後、ステップＳ１２０に進む。
【００４９】
　ステップＳ１２０では、再表示後の表示領域内に存在するオブジェクトのうちの１つが
取得される。なお、ステップＳ１２０からステップＳ１８０までの処理は再表示後の表示
領域内に存在するオブジェクトの数だけ繰り返されるところ、ステップＳ１２０でのオブ
ジェクトの取得は、エレメントＩＤの小さいオブジェクトからエレメントＩＤの大きいオ
ブジェクトの順序で行われる。ステップＳ１２０の終了後、ステップＳ１３０に進む。
【００５０】
　ステップＳ１３０では、ステップＳ１２０で取得されたオブジェクトが透明オブジェク
トであるか否かの判定が当該オブジェクトの属性に基づいて行われる。判定の結果、透明
オブジェクトでなければ、ステップＳ１４０に進む。一方、透明オブジェクトであれば、
ステップＳ１５０に進む。
【００５１】
　ステップＳ１４０では、ステップＳ１２０で取得されたオブジェクトのエレメントＩＤ
を用いて、オブジェクト選択用ビットマップ１１１への描画が行われる。これについて、
図４に示したような３個の図形オブジェクトがある場合を例に挙げて説明する。なお、図
４において、下（背面）から上（前面）に向かってＹ色の図形オブジェクト３１、Ｍ色の
図形オブジェクト３２、Ｃ色の図形オブジェクト３３の順にオブジェクトが配置されてお
り、エレメントＩＤとして、Ｙ色の図形オブジェクト３１には「１」、Ｍ色の図形オブジ
ェクト３２には「２」、Ｃ色の図形オブジェクト３３には「３」が割り当てられているも
のとする。
【００５２】
　このような場合、まず、Ｙ色の図形オブジェクト３１についてのエレメントＩＤの描画
が行われる。その結果、図１０（ａ）に示すような描画結果が得られる。次に、Ｍ色の図
形オブジェクト３２についてのエレメントＩＤの描画が行われる。このとき、Ｙ色の図形
オブジェクト３１とＭ色の図形オブジェクト３２とが重なる領域の画素については、Ｙ色
の図形オブジェクト３１のエレメントＩＤはＭ色の図形オブジェクト３２のエレメントＩ
Ｄによって上書きされる。その結果、図１０（ｂ）に示すような描画結果が得られる。さ
らに、Ｃ色の図形オブジェクト３３についてのエレメントＩＤの描画が行われる。このと
きも、Ｙ色の図形オブジェクト３１のエレメントＩＤおよびＭ色の図形オブジェクト３２
のエレメントＩＤに対して上書きが行われる。その結果、図１０（ｃ）に示すような描画
結果が得られる。なお、後述するマージ処理によって、オブジェクト選択用ビットマップ
１１１には透明オブジェクトのエレメントＩＤや上述したＳＩＤも書き込まれる。ステッ
プＳ１４０の終了後、ステップＳ１８０に進む。
【００５３】
　ステップＳ１５０では、透明オブジェクト用ビットマップ１１２のクリア（データの全
削除）が行われる。ステップＳ１５０の終了後、ステップＳ１６０に進み、ステップＳ１
２０で取得されたオブジェクトのエレメントＩＤを用いて、透明オブジェクト用ビットマ
ップ１１２への描画が行われる。ステップＳ１６０の終了後、ステップＳ１７０に進む。
ステップＳ１７０では、オブジェクト選択用ビットマップ１１１と透明オブジェクト用ビ
ットマップ１１２とのマージ処理が行われる。このマージ処理についての詳しい説明は後
述する。ステップＳ１７０の終了後、ステップＳ１８０に進む。
【００５４】
　ステップＳ１８０では、再表示後の表示領域内に含まれる全てのオブジェクトについて
の処理が終了したか否かの判定が行われる。判定の結果、全てのオブジェクトについての
処理が終了していれば、このオブジェクト選択用ビットマップ生成処理は終了する。一方
、未処理のオブジェクトが存在すれば、ステップＳ１２０に戻る。
【００５５】
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　＜３．３　マージ処理＞
　次に、マージ処理について説明する。図１１は、マージ処理（図９のステップＳ１７０
）の手順を示すフローチャートである。以下、ＣＰＵ１００の動作について説明する。
【００５６】
　マージ処理が開始されると、ＣＰＵ１００は、例えば図１２に示すような走査方向およ
び走査順で、透明オブジェクト用ビットマップ１１２を走査する（ステップＳ１７１）。
この走査によって、ＣＰＵ１００は、透明オブジェクトのエレメントＩＤが描画されてい
る画素（ピクセル）の座標（以下、「透明オブジェクト描画座標」という。）を取得する
。透明オブジェクト用ビットマップ１１２の走査により透明オブジェクト描画座標が取得
されると、ステップＳ１７２に進む。
【００５７】
　ステップＳ１７２では、オブジェクト選択用ビットマップ１１１における上記透明オブ
ジェクト描画座標の位置に、上述した下地ＩＤとなるデータが描画されているか否かが判
定される。判定の結果、データが描画されていなければ、すなわち処理中の透明オブジェ
クトの下（背面）にオブジェクトが存在していなければ、ステップＳ１７３に進む。一方
、データが描画されていれば、すなわち処理中の透明オブジェクトの下（背面）にオブジ
ェクトが存在していれば、ステップＳ１７４に進む。
【００５８】
　ステップＳ１７３では、オブジェクト選択用ビットマップ１１１における上記透明オブ
ジェクト描画座標の位置に、処理中の透明オブジェクトのエレメントＩＤが描画される。
ステップＳ１７３の終了後、ステップＳ１７８に進む。
【００５９】
　ステップＳ１７４では、処理中の透明オブジェクトのエレメントＩＤと、ステップＳ１
７２で描画されていると判定されたデータ（下地ＩＤ）とから構成されるＳＩＤがオブジ
ェクト選択用ルックアップテーブル（以下、「ＳＩＤＬＵＴ」とも言う。）１１３に存在
するか否かが判定される。判定の結果、該当するＳＩＤが存在していれば、ステップＳ１
７５に進む。一方、該当するＳＩＤが存在しなければ、ステップＳ１７６に進む。
【００６０】
　ステップＳ１７５では、オブジェクト選択用ビットマップ１１１における上記透明オブ
ジェクト描画座標の位置に、該当するＳＩＤを描画する。ステップＳ１７５の終了後、ス
テップＳ１７８に進む。
【００６１】
　ステップＳ１７６では、処理中の透明オブジェクトのエレメントＩＤと、ステップＳ１
７２で描画されていると判定されたデータ（下地ＩＤ）とに基づき、重複領域番号生成手
段としてのＳＩＤ生成部２２３１によってＳＩＤが新たに生成される。そして、当該ＳＩ
Ｄに基づいてＳＩＤＬＵＴの更新が行われる。具体的には、新たに生成されたＳＩＤをキ
ーとするレコードがＳＩＤＬＵＴに追加される。ステップＳ１７６の終了後、ステップＳ
１７７に進む。ステップＳ１７７では、オブジェクト選択用ビットマップ１１１における
上記透明オブジェクト描画座標の位置に、ステップＳ１７６で新たに生成されたＳＩＤが
描画される。ステップＳ１７７の終了後、ステップＳ１７８に進む。
【００６２】
　ステップＳ１７８では、透明オブジェクト用ビットマップ１１２の走査が終了したか否
かが判定される。判定の結果、走査が終了していれば、マージ処理は終了し、図９のステ
ップＳ１８０に進む。一方、走査が終了していなければ、ステップＳ１７１に戻る。
【００６３】
　なお、本実施形態においては、上記ステップＳ１７３、Ｓ１７５、およびＳ１７７にお
けるオブジェクト選択用ビットマップ１１１への描画は、番号更新手段としてのオブジェ
クト選択用ビットマップ更新部２２３２によって行われている。
【００６４】
　＜３．４　オブジェクト選択用ビットマップ生成処理の具体例＞
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　ここで、図１３を参照しつつ、オブジェクト選択用ビットマップ生成処理の具体例につ
いて説明する。なお、図１３に示すように、表示領域内には、透明オブジェクト６１、図
形オブジェクト６２、図形オブジェクト６３、透明オブジェクト６４、および透明オブジ
ェクト６５が存在しているものとする。また、これらのオブジェクトの位置関係について
は、下（背面）から上（前面）に向かって、透明オブジェクト６１（エレメントＩＤ＝１
）、図形オブジェクト６２（エレメントＩＤ＝２）、図形オブジェクト６３（エレメント
ＩＤ＝３）、透明オブジェクト６４（エレメントＩＤ＝４）、透明オブジェクト６５（エ
レメントＩＤ＝５）の順に配置されているものと仮定する。
【００６５】
　図９のステップＳ１２０でのオブジェクトの取得はエレメントＩＤの小さいオブジェク
トからエレメントＩＤの大きいオブジェクトの順序で行われるので、図１３に示す例の場
合、透明オブジェクト６１、図形オブジェクト６２、図形オブジェクト６３、透明オブジ
ェクト６４、透明オブジェクト６５の順に処理が行われる。
【００６６】
　まず、透明オブジェクト６１については、図９のステップＳ１６０で、透明オブジェク
ト用ビットマップ１１２にエレメントＩＤ「１」が描画される。ここで、この透明オブジ
ェクト６１の下（背面）にはオブジェクトは存在していない。すなわち、透明オブジェク
ト６１が配置されている領域内には下地ＩＤは存在しない。従って、図１１のステップＳ
１７３で、オブジェクト選択用ビットマップ１１１にエレメントＩＤ「１」がそのままの
値で描画される。
【００６７】
　図形オブジェクト６２については、透明オブジェクトではないので、図９のステップＳ
１４０で、オブジェクト選択用ビットマップ１１１にエレメントＩＤ「２」がそのままの
値で描画される。その際、透明オブジェクト６１と図形オブジェクト６２とが重なる領域
については、既に描画されている「１」に上書きするようにして「２」が描画される。図
形オブジェクト６３についても、透明オブジェクトではないので、図９のステップＳ１４
０で、オブジェクト選択用ビットマップ１１１にエレメントＩＤ「３」がそのままの値で
描画される。その際、図形オブジェクト６２と図形オブジェクト６３とが重なる領域につ
いては、既に描画されている「２」に上書きするようにして「３」が描画される。その結
果、オブジェクト選択用ビットマップ１１１の状態は、図１４（ａ）に示すような状態と
なる。なお、オブジェクト選択用ビットマップ１１１には画素（ピクセル）毎に値が描画
されるが、説明の便宜上、例えば図１５（ａ）に示すような状態を図１５（ｂ）に示すよ
うに簡単に示すものとする。以上のようにして図形オブジェクト６３までについてのオブ
ジェクト選択用ビットマップ生成処理が終了した時点においては、オブジェクト選択用ル
ックアップテーブル１１３にはレコードは１件も格納されていない。
【００６８】
　透明オブジェクト６４については、図９のステップＳ１６０で、透明オブジェクト用ビ
ットマップ１１２にエレメントＩＤ「４」が描画される。ここで、この透明オブジェクト
６４が配置されている領域のうち当該透明オブジェクト６４と図形オブジェクト６３とが
重なる領域については、下地ＩＤ「３」が存在する。このため、当該下地ＩＤ「３」と透
明オブジェクト６４のエレメントＩＤ「４」とに基づいてＳＩＤが生成される。例えば、
ＳＩＤとして「４ａ」が割り当てられると、オブジェクト選択用ルックアップテーブル１
１３は図１６（ａ）に示すようなものとなる。そして、透明オブジェクト６４と図形オブ
ジェクト６３とが重なる領域については、図１１のステップＳ１７５およびステップＳ１
７７で、オブジェクト選択用ビットマップ１１１にＳＩＤ「４ａ」が描画される。一方、
透明オブジェクト６４が配置されている領域のうち下地ＩＤが存在しない領域については
、図１１のステップＳ１７３で、オブジェクト選択用ビットマップ１１１にエレメントＩ
Ｄ「４」がそのままの値で描画される。その結果、オブジェクト選択用ビットマップ１１
１の状態は、図１４（ｂ）に示すような状態となる。
【００６９】
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　透明オブジェクト６５については、図９のステップＳ１６０で、透明オブジェクト用ビ
ットマップ１１２にエレメントＩＤ「５」が描画される。ここで、この透明オブジェクト
６５が配置されている領域のうち下地ＩＤが存在しない領域については、図１１のステッ
プＳ１７３で、オブジェクト選択用ビットマップ１１１にエレメントＩＤ「５」がそのま
まの値で描画される。一方、この透明オブジェクト６５が配置されている領域には、４個
の下地ＩＤ「４」、「４ａ」、「３」、および「２」が存在する。このため、これらの下
地ＩＤと透明オブジェクト６５のエレメントＩＤ「５」とに基づいて、ＳＩＤの生成や当
該ＳＩＤのオブジェクト選択用ビットマップ１１１への描画が順次に行われる。
【００７０】
　例えば、下地ＩＤ「４」、「４ａ」、「３」、「２」の順序で処理が行われた場合、下
地ＩＤ「４」についての処理が終了した時点においては、オブジェクト選択用ルックアッ
プテーブル１１３は図１６（ｂ）に示すような状態となっており、オブジェクト選択用ビ
ットマップ１１１は図１４（ｃ）に示すような状態となっている。そして、下地ＩＤ「２
」についての処理が終了した時点においては、オブジェクト選択用ルックアップテーブル
１１３は図１６（ｃ）に示すような状態となっており、オブジェクト選択用ビットマップ
１１１は図１４（ｄ）に示すような状態となっている。
【００７１】
　以上のようにしてオブジェクト選択用ビットマップ生成処理が終了すると、当該処理に
よって生成されたオブジェクト選択用ビットマップ１１１やオブジェクト選択用ルックア
ップテーブル１１３は、後述するオブジェクト選択処理の際に使用される。
【００７２】
　なお、上記においては、ＳＩＤとして例えば「４ａ」が割り当てられるものとして説明
しているが、１画素にＲＧＢそれぞれ１バイトの整数値の記録ができる場合、例えば、エ
レメントＩＤについては小さい値から順に割り当て、ＳＩＤについては大きい値から順に
割り当てるようにすれば良い。ＲＧＢの合計３バイトのデータ領域には、「０」から「１
６７７７２１５」までのいずれかの整数値を記録することができる。従って、ＳＩＤにつ
いては「１６７７７２１５」（１６進表示で「ＦＦＦＦＦＦ」）から１ずつ小さい値を順
次に割り当てれば良い。
【００７３】
　＜４．オブジェクト選択処理＞
　次に、本実施形態におけるオブジェクト選択処理について説明する。なお、本実施形態
においては、以下のルールに基づいて各オブジェクトが選択状態にされるものと仮定する
。第１のルールとして、キーボード２２のキーが押下されていない状態でマウス２３の左
ボタンがクリックされた場合には、当該クリックされた位置に配置されているオブジェク
トのうち最も上（前面）に配置されているオブジェクトが、透明オブジェクトであるか否
かにかかわらず選択状態にされる。第２のルールとして、キーボード２２の所定のキー（
ここでは「コントロールキー」とする。）が押下された状態でマウス２３の左ボタンがク
リックされた場合には、当該クリックされた位置に配置されているオブジェクトのうち透
明オブジェクト以外のオブジェクトで最も上（前面）に配置されているオブジェクトが選
択状態にされる。
【００７４】
　また、本実施形態においては、以下のルールに基づいて選択状態のオブジェクトが変更
されるものと仮定する。第３のルールとして、いずれかのオブジェクトが選択状態となっ
ている時にキーボード２２の所定のキー（ここでは「上向きの矢印キー」とする。）が押
下された場合には、当該選択状態となっているオブジェクトの１つ上（前面）に配置され
ているオブジェクトが、透明オブジェクトであるか否かにかかわらず選択状態にされる。
第４のルールとして、いずれかのオブジェクトが選択状態となっている時にキーボード２
２の所定のキー（ここでは「下向きの矢印キー」とする。）が押下された場合には、当該
選択状態となっているオブジェクトの１つ下（背面）に配置されているオブジェクトが、
透明オブジェクトであるか否かにかかわらず選択状態にされる。
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【００７５】
　なお、オブジェクト選択処理によって、図形オブジェクトの下（背面）に配置されてい
るオブジェクトについては選択状態にされることはない。
【００７６】
　以下においては、上述したオブジェクト選択用ビットマップ生成処理によって、オブジ
ェクト選択用ビットマップ１１１は図１７に示すような状態になっており、オブジェクト
選択用ルックアップテーブル１１３は図１６（ｃ）に示すような状態になっているものと
仮定して説明する。
【００７７】
　まず、第１のルールに基づくオブジェクト選択処理について説明する。オブジェクト選
択用ビットマップ１１１に「５」が描画されている位置（図１７において矢印Ｃ１で示す
位置）がマウス２３の左ボタンでクリックされた場合、オブジェクト選択用ルックアップ
テーブル１１３には「ＳＩＤ＝５」というレコードは存在しないので、「エレメントＩＤ
＝５」のオブジェクトである透明オブジェクト６５が選択状態となる。
【００７８】
　オブジェクト選択用ビットマップ１１１に「２」が描画されている位置（図１７におい
て矢印Ｃ２で示す位置）がクリックされた場合、オブジェクト選択用ルックアップテーブ
ル１１３には「ＳＩＤ＝２」というレコードは存在しないので、「エレメントＩＤ＝２」
のオブジェクトである図形オブジェクト６２が選択状態となる。
【００７９】
　オブジェクト選択用ビットマップ１１１に「５ａ」が描画されている位置（図１７にお
いて矢印Ｃ３で示す位置）がクリックされた場合、オブジェクト選択用ルックアップテー
ブル１１３には「ＳＩＤ＝５ａ」のレコードが存在する。当該「ＳＩＤ＝５ａ」のレコー
ドに関し、エレメントＩＤは「５」で、下地ＩＤは「４」である。ここで、第１のルール
では、クリックされた位置に配置されているオブジェクトのうち最も上（前面）に配置さ
れているオブジェクトが、透明オブジェクトであるか否かにかかわらず選択状態にされる
。従って、「エレメントＩＤ＝５」の透明オブジェクト６５が選択状態となる。
【００８０】
　オブジェクト選択用ビットマップ１１１に「５ｂ」が描画されている位置（図１７にお
いて矢印Ｃ４で示す位置）がクリックされた場合、オブジェクト選択用ビットマップ１１
１に「５ａ」が描画されている位置がクリックされた場合と同様の理由により、「エレメ
ントＩＤ＝５」の透明オブジェクト６５が選択状態となる。
【００８１】
　次に、第２のルールに基づくオブジェクト選択処理について説明する。オブジェクト選
択用ビットマップ１１１に「５」が描画されている位置が、コントロールキーが押下され
た状態でマウス２３の左ボタンでクリックされた場合、オブジェクト選択用ルックアップ
テーブル１１３には「ＳＩＤ＝５」というレコードは存在しない。また、「エレメントＩ
Ｄ＝５」のオブジェクトは透明オブジェクトである。以上より、クリックされた位置には
透明オブジェクト６５が配置されているが、当該透明オブジェクト６５の下（背面）には
図形オブジェクトは配置されていないことが把握される。従って、いずれのオブジェクト
についても選択状態とはならない。なお、このような場合には透明オブジェクト６５が選
択状態となるようにしても良い。
【００８２】
　オブジェクト選択用ビットマップ１１１に「２」が描画されている位置がクリックされ
た場合、オブジェクト選択用ルックアップテーブル１１３には「ＳＩＤ＝２」というレコ
ードは存在しない。また、「エレメントＩＤ＝２」のオブジェクトは図形オブジェクトで
ある（透明オブジェクトではない）。従って、図形オブジェクト６２が選択状態となる。
【００８３】
　オブジェクト選択用ビットマップ１１１に「５ａ」が描画されている位置がクリックさ
れた場合、オブジェクト選択用ルックアップテーブル１１３には「ＳＩＤ＝５ａ」のレコ
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ードが存在する。当該「ＳＩＤ＝５ａ」のレコードに関し、下地ＩＤは「４」である。ま
た、オブジェクト選択用ルックアップテーブル１１３には「ＳＩＤ＝４」というレコード
は存在しない。ここで、「エレメントＩＤ＝４」のオブジェクトは透明オブジェクトであ
る。以上より、クリックされた位置には透明オブジェクトのみが配置され、図形オブジェ
クトは配置されていないことが把握される。従って、いずれのオブジェクトについても選
択状態とはならない。なお、このような場合には透明オブジェクト６５あるいは透明オブ
ジェクト６４が選択状態となるようにしても良い。
【００８４】
　オブジェクト選択用ビットマップ１１１に「５ｂ」が描画されている位置がクリックさ
れた場合、オブジェクト選択用ルックアップテーブル１１３には「ＳＩＤ＝５ｂ」のレコ
ードが存在する。当該「ＳＩＤ＝５ｂ」のレコードに関し、下地ＩＤは「４ａ」である。
さらに、オブジェクト選択用ルックアップテーブル１１３には「ＳＩＤ＝４ａ」のレコー
ドが存在する。当該「ＳＩＤ＝４ａ」のレコードに関し、下地ＩＤは「３」である。また
、オブジェクト選択用ルックアップテーブル１１３には「ＳＩＤ＝３」というレコードは
存在しない。ここで、「エレメントＩＤ＝３」のオブジェクトは図形オブジェクトである
（透明オブジェクトではない）。従って、図形オブジェクト６３が選択状態となる。
【００８５】
　次に、第３のルールに基づくオブジェクト選択処理について説明する。オブジェクト選
択用ビットマップ１１１に「５ｂ」が描画されている位置が、コントロールキーが押下さ
れた状態でマウス２３の左ボタンでクリックされた場合には、図形オブジェクト６３が選
択状態になっている（上記第２のルール）。この状態において、上向きの矢印キーが押下
された場合、「５ｂ」が描画されている位置のクリックにより第２のルールに従い図形オ
ブジェクト６３が選択されたのと逆の手順によって、「ＳＩＤ＝４ａ」のレコードが検索
（取得）される。オブジェクト選択用ルックアップテーブル１１３における当該「ＳＩＤ
＝４ａ」のレコードに関し、エレメントＩＤは「４」である。従って、「エレメントＩＤ
＝４」のオブジェクトである透明オブジェクト６４が選択状態となる。
【００８６】
　さらに、上向きの矢印キーが押下された場合、オブジェクト選択用ルックアップテーブ
ル１１３より「ＳＩＤ＝５ｂ」のレコードが検索される。当該「ＳＩＤ＝５ｂ」のレコー
ドに関し、エレメントＩＤは「５」である。従って、「エレメントＩＤ＝５」のオブジェ
クトである透明オブジェクト６５が選択状態となる。
【００８７】
　次に、第４のルールに基づくオブジェクト選択処理について説明する。オブジェクト選
択用ビットマップ１１１に「５ｂ」が描画されている位置がマウス２３の左ボタンでクリ
ックされた場合には、透明オブジェクト６５が選択状態となっている（上記第１のルール
）。この状態において、下向きの矢印キーが押下された場合、オブジェクト選択用ルック
アップテーブル１１３には「ＳＩＤ＝５ｂ」のレコードが存在する。当該「ＳＩＤ＝５ｂ
」のレコードに関し、下地ＩＤは「４ａ」である。さらに、オブジェクト選択用ルックア
ップテーブル１１３には「ＳＩＤ＝４ａ」のレコードが存在する。当該「ＳＩＤ＝４ａ」
のレコードに関し、エレメントＩＤは「４」である。従って、「エレメントＩＤ＝４」の
オブジェクトである透明オブジェクト６４が選択状態となる。
【００８８】
　さらに下向きの矢印キーが押下された場合、オブジェクト選択用ルックアップテーブル
１１３には「ＳＩＤ＝４ａ」のレコードが存在する。当該「ＳＩＤ＝４ａ」のレコードに
関し、下地ＩＤは「３」である。従って、「エレメントＩＤ＝３」のオブジェクトである
図形オブジェクト６３が選択状態となる。
【００８９】
　以上のようにして、本実施形態では、オペレータによる操作に基づいて、予め定められ
たルールに従ってオブジェクトを選択する処理が行われる。その際、表示領域の変更の都
度再生成されるオブジェクト選択用ビットマップ１１１やオブジェクト選択用ルックアッ
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プテーブル１１３が使用（参照）される。なお、本実施形態においては、第１のルールお
よび第２のルールに基づくオブジェクト選択処理についてはオブジェクト選択手段として
のオブジェクト選択部２３１によって処理が行われ、第３のルールおよび第４のルールに
基づくオブジェクト選択処理については選択オブジェクト変更手段としての選択オブジェ
クト変更部２３２によって処理が行われる。
【００９０】
　＜５．効果＞
　本実施形態によると、まず、読み込まれたページデータに含まれる全てのオブジェクト
について、一意の値であるエレメントＩＤが付与される。そして、再表示（表示領域の変
更）が行われる都度、再表示されるべき画像の解像度と同じ解像度でオブジェクト選択用
ビットマップ１１１および透明オブジェクト用ビットマップ１１３の領域が生成される。
（透明オブジェクトではない）図形オブジェクトについては、エレメントＩＤがオブジェ
クト選択用ビットマップ１１１に描画される。一方、透明オブジェクトについては、エレ
メントＩＤが透明オブジェクト用ビットマップ１１３に描画された後、オブジェクト選択
用ビットマップ１１１と透明オブジェクト用ビットマップ１１３とのマージ処理が行われ
る。その際、透明オブジェクトの下にいずれかのオブジェクトが重ねて配置されていれば
、重複部分を表すための値であるＳＩＤが生成され、当該ＳＩＤと（上に配置されている
透明オブジェクトの）エレメントＩＤと下地ＩＤとからなるレコードがオブジェクト選択
用ルックアップテーブル１１３に追加されるとともに、当該ＳＩＤがオブジェクト選択用
ビットマップ１１１に描画される。このため、表示領域に含まれる各画素について、オブ
ジェクト選択用ビットマップ１１１とオブジェクト選択用ルックアップテーブル１１３と
に基づいて、当該各画素に配置されている（透明オブジェクトを含めた）オブジェクト間
の上下方向についての位置関係を取得することができる。これにより、図形オブジェクト
の上（前面）に透明オブジェクトが配置されている場合でも、オペレータがそれらの重複
部分を選択（マウス２３によるクリック）したときに透明オブジェクトを選択状態にする
ことができる（上記第２のルール）。また、オブジェクト間の上下方向についての位置関
係が取得されることから、或るオブジェクトが選択状態となっているときに、選択状態の
オブジェクトを容易に変更することができる（上記第３および第４のルール）。
【００９１】
　以上のように、本実施形態によると、図形オブジェクトの上（前面）に透明オブジェク
トが重ねて配置されている場合でも、オペレータは、容易かつ迅速に図形オブジェクトを
選択状態にすることができるとともに、選択状態のオブジェクトを変更することもできる
。これにより、画像データの編集作業に関し、作業効率が向上する。
【００９２】
　＜６．変形例＞
　上記実施形態においては、オブジェクト選択用ビットマップ１１１やオブジェクト選択
用ルックアップテーブル１１３はオブジェクト選択処理のために用いられているが、この
オブジェクト選択用ビットマップ１１１とオブジェクト選択用ルックアップテーブル１１
３とを用いて、トラッピング処理のための関係図形リストを生成することもできる。ここ
で、関係図形リストとは、オブジェクトどうしの重なり（上下方向についての相対的な位
置関係）を示すリストであって、例えば図４に示すようなデータが存在する場合に図１８
に示すように生成されるものである。
【００９３】
　図１９は、上記実施形態の変形例におけるソフトウェア構成の要部を示すブロック図で
ある。本変形例においては、図１９に示すように、位置関係データ生成手段としての関係
図形リスト生成部２４０が画像処理プログラム２００に含まれている。そして、当該関係
図形リスト生成部２４０によって、後述する手順で関係図形リストが生成される。以下、
オブジェクト選択用ビットマップ１１１は図１７に示すような状態となっており、オブジ
ェクト選択用ルックアップテーブル１１３は図１６（ｃ）に示すような状態となっている
ものと仮定して、関係図形リストの作成手順について説明する。
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【００９４】
　まず、オブジェクト選択用ビットマップ１１１のＸ方向への走査が行われる。そして、
「５」と「５ａ」とが隣接していることが検出される。ここで、オブジェクト選択用ルッ
クアップテーブル１１３の「ＳＩＤ＝５ａ」のレコードに関し、エレメントＩＤは「５」
で、下地ＩＤは「４」である。これにより、「エレメントＩＤ＝５」のオブジェクトの下
に「エレメントＩＤ＝４」のオブジェクトが配置されていることが把握される。
【００９５】
　次に、「５ａ」と「５ｂ」とが隣接していることが検出される。ここで、オブジェクト
選択用ルックアップテーブル１１３の「ＳＩＤ＝５ａ」のレコードに関し、エレメントＩ
Ｄは「５」で、下地ＩＤは「４」である。また、「ＳＩＤ＝５ｂ」のレコードに関し、エ
レメントＩＤは「５」で、下地ＩＤは「４ａ」である。さらに、オブジェクト選択用ルッ
クアップテーブル１１３には「ＳＩＤ＝４ａ」のレコードが存在する。当該「ＳＩＤ＝４
ａ」のレコードに関し、エレメントＩＤは「４」で、下地ＩＤは「３」である。以上より
、上（前面）から下（背面）に向かって、エレメントＩＤが「５」、「４」、「３」のオ
ブジェクトが重ねて配置されていることが把握される。
【００９６】
　次に、「５ｂ」と「５ｃ」とが隣接していることが検出される。ここで、オブジェクト
選択用ルックアップテーブル１１３の「ＳＩＤ＝５ｂ」のレコードに関し、エレメントＩ
Ｄは「５」で、下地ＩＤは「４ａ」である。さらに、オブジェクト選択用ルックアップテ
ーブル１１３には「ＳＩＤ＝４ａ」のレコードが存在する。当該「ＳＩＤ＝４ａ」のレコ
ードに関し、エレメントＩＤは「４」で、下地ＩＤは「３」である。また、「ＳＩＤ＝５
ｃ」のレコードに関し、エレメントＩＤは「５」で、下地ＩＤは「３」である。これによ
り、エレメントＩＤが「５」、「４」、および「３」のオブジェクトについての位置関係
が取得されるが、当該位置関係については上述したように既に把握されている。
【００９７】
　次に、「５ｃ」と「５ｄ」とが隣接していることが検出される。ここで、オブジェクト
選択用ルックアップテーブル１１３の「ＳＩＤ＝５ｃ」のレコードに関し、エレメントＩ
Ｄは「５」で、下地ＩＤは「３」である。また、「ＳＩＤ＝５ｄ」のレコードに関し、エ
レメントＩＤは「５」で、下地ＩＤは「２」である。「エレメントＩＤ＝３」のオブジェ
クトと「エレメントＩＤ＝２」のオブジェクトとの上下方向についての位置関係について
は、ＩＤ付与処理の際にエレメントＩＤが下（背面）から上（前面）に配置されている順
に割り振られることから、「エレメントＩＤ＝３」のオブジェクトの下に「エレメントＩ
Ｄ＝２」のオブジェクトが配置されていることが把握される。
【００９８】
　次に、「５ｄ」と「２」とが隣接していることが検出される。ここで、オブジェクト選
択用ルックアップテーブル１１３の「ＳＩＤ＝５ｄ」のレコードに関し、エレメントＩＤ
は「５」で、下地ＩＤは「２」である。これにより、「エレメントＩＤ＝５」のオブジェ
クトの下に「エレメントＩＤ＝２」のオブジェクトが配置されていることが把握される。
【００９９】
　次に、「２」と「１」とが隣接していることが検出される。「エレメントＩＤ＝２」の
オブジェクトと「エレメントＩＤ＝１」のオブジェクトとの上下方向についての位置関係
については、ＩＤ付与処理の際にエレメントＩＤが下（背面）から上（前面）に配置され
ている順に割り振られることから、「エレメントＩＤ＝２」のオブジェクトの下に「エレ
メントＩＤ＝１」のオブジェクトが配置されていることが把握される。
【０１００】
　以上のようにして、オブジェクト選択用ビットマップ１１１のＸ方向への走査が終了す
ると、Ｙ方向への走査が同様に行われる。これにより、エレメントＩＤが「１」から「５
」までのオブジェクトに関する上下方向についての位置関係が取得される。そして、その
取得された位置関係に基づいて、図２０に示すような関係図形リストが生成される。
【０１０１】
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　本変形例によると、透明オブジェクトの下（背面）に図形オブジェクトが配置されてい
る場合に、透明オブジェクトをも含めたオブジェクト間の重なり（上下方向についての相
対的な位置関係）を示す関係図形リストが生成される。このため、透明オブジェクトの下
（背面）に、かつ、当該透明オブジェクトの領域に完全に含まれるようにして、複数の図
形オブジェクトが重ねて配置されている場合でも、それら複数の図形オブジェクトに関す
る上下方向についての相対的な位置関係を取得することができる。このため、透明オブジ
ェクトの領域内において、当該透明オブジェクトよりも下（背面）に配置されている図形
オブジェクト間の境界部分にトラップ図形を作成することができる。これにより、ページ
データに透明オブジェクトが含まれていても、多色印刷時における見当ずれに起因するオ
ブジェクトの境界部分での下地部分の露出を防止することができる。
【０１０２】
　＜７．その他＞
　上記実施形態においては、第１の種類のオブジェクトが図形オブジェクトであって、第
２の種類のオブジェクトが透明オブジェクトである場合を例に挙げて説明しているが、本
発明はこれに限定されず、属性の異なる２種類のオブジェクトが存在すれば本発明を適用
することができる。
【０１０３】
　また、上記実施形態においては、第１から第４のルールに基づいてオブジェクト選択処
理が行なわれているが、各ルールの内容は上記内容に限定されない。オブジェクト選択用
ビットマップ１１１とオブジェクト選択用ルックアップテーブル１１３とに基づいてオブ
ジェクトを特定することができるのであれば、様々な内容のルールに基づいてオブジェク
ト選択処理を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【０１０４】
【図１】本発明の一実施形態に係る画像処理装置のハードウェア構成を示すブロック図で
ある。
【図２】上記実施形態におけるソフトウェア構成の要部を示すブロック図である。
【図３】上記実施形態に係る画像処理装置で行われる一般的な処理の手順を示すフローチ
ャートである。
【図４】上記実施形態において、ＩＤ付与処理について説明するための図である。
【図５】上記実施形態において、透明オブジェクトが存在する場合のＩＤ付与処理につい
て説明するための図である。
【図６】上記実施形態において、表示領域の変更の例を示す図である。
【図７】上記実施形態において、オブジェクト選択用ルックアップテーブルの一例を示す
図である。
【図８】上記実施形態において、ＳＩＤについて説明するための図である。
【図９】上記実施形態において、オブジェクト選択用ビットマップ生成処理の手順を示す
フローチャートである。
【図１０】上記実施形態において、オブジェクト選択用ビットマップへの描画結果を示す
図である。
【図１１】上記実施形態において、マージ処理の手順を示すフローチャートである。
【図１２】上記実施形態において、透明オブジェクト用ビットマップの走査について説明
するための図である。
【図１３】上記実施形態において、オブジェクト選択用ビットマップ生成処理について説
明するための図である。
【図１４】上記実施形態において、オブジェクト選択用ビットマップの状態を示す図であ
る。
【図１５】上記実施形態において、オブジェクト選択用ビットマップについて説明するた
めの図である。
【図１６】上記実施形態において、オブジェクト選択用ルックアップテーブルの状態を示
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【図１７】上記実施形態において、オブジェクト選択処理について説明するための図であ
る。
【図１８】上記実施形態の変形例において、関係図形リストについて説明するための図で
ある。
【図１９】上記変形例におけるソフトウェア構成の要部を示すブロック図である。
【図２０】上記変形例において、関係図形リストの生成結果を示す図である。
【図２１】従来例において、透明オブジェクトが存在する場合のオブジェクトの選択につ
いて説明するための図である。
【符号の説明】
【０１０５】
　１０…パソコン本体
　２０…補助記憶装置
　２１…表示装置
　２２…キーボード
　２３…マウス
　１００…ＣＰＵ
　１１０…メモリ
　１１１…オブジェクト選択用ビットマップ
　１１２…透明オブジェクト用ビットマップ
　１１３…オブジェクト選択用ルックアップテーブル（ＳＩＤＬＵＴ）
　２００…画像処理プログラム
　２１０…ＩＤ付与処理部
　２２０…オブジェクト選択用ビットマップ生成処理部
　２３０…オブジェクト選択処理部
　２４０…関係図形リスト生成部
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